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は
じ
め
に

　

六
十
六
部
と
は
日
本
廻
国
大
乗
妙
典
六
十
六
部
経
聖
と
い
い
、
江
戸
時
代
に

は
六
十
六
部(

六
部
と
も)

と
略
称
さ
れ
、
法
華
経(

大
乗
妙
典)

を
六
十
六

部
書
写
し
、
全
国
を
巡
っ
て
六
十
六
か
所
の
霊
社
霊
仏(

一
宮
・
国
分
寺
な
ど)

に
一
部
ず
つ
納
経
す
る
廻
国
の
修
行
者
を
言
っ
た
。

　

そ
の
源
は
奈
良
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
法
華
経
の
法
力
に
よ
る
滅
罪
信

仰
で
、
法
華
経
書
写
と
読
誦
を
し
な
が
ら
山
岳
修
行
や
全
国
六
十
六
か
国
を
巡

る
苦
行
と
に
よ
っ
て
滅
罪
の
功
徳
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
信
心
で
廻
国
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
他
人
を
殺
め
た

と
か
あ
る
い
は
不
治
の
病
の
た
め
に
村
に
居
ら
れ
な
い
者
が
廻
国
す
る
例
も
多

く
、
廻
国
途
中
に
行
き
倒
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
死
ぬ
と
き
に
頭
痛

や
瘡
を
治
す
と
い
う
誓
願
を
立
て
る
な
ど
、
流
行
神
的
性
格
を
帯
び
、
旅
先
で

信
者
が
で
き
庵
や
堂
に
住
み
つ
き
、
祈
禱
や
予
言
を
こ
と
と
し
て
身
を
過
ご
す

者
も
い
た
。
そ
の
と
き
信
者
に
よ
っ
て
、「
日
月
清
明
・
五
穀
豊
穣
・
大
乗
妙

典
六
十
六
部
廻
国
供
養
塔
」
な
る
石
碑
を
建
て
た
も
の
を
各
地
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

宮
崎
県
内
で
は
諸
国
か
ら
延
べ
一
八
八
人
が
訪
れ
、
廻
国
中
供
養
塔
・
廻
国

満
願
供
養
塔
・
石
橋
石
段
供
養
塔
・
行
倒
れ
供
養
塔
な
ど
を
建
立
し
て
お
り
、

県
内
で
七
六
基
確
認

（
＊
１
）し

て
い
る
。

　

地
域
別
に
示
す
と
高
千
穂
町
五
基
、
日
之
影
町
一
基
、
旧
北
川
町
一
基
、
旧

北
浦
町
二
基
、
旧
西
郷
村
一
基
、
旧
東
郷
町
二
基
、
門
川
町
一
基
、
新
富
町
一

基
、
西
都
市
一
基
、
国
富
町
一
五
基
、
高
岡
町
一
基
、
清
武
町
三
基
、
宮
崎
市

三
九
基
、
串
間
市
三
基
で
、
都
城
市
や
小
林
市
な
ど
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
れ
を
旧
藩
別
に
み
て
み
る
と
延
岡
藩
四
〇
基
、
高
鍋
藩
七
基
、
佐
土
原
藩

二
基
、
飫
肥
藩
三
基
、
幕
府
領
二
二
基
、
薩
摩
藩
二
基
、
こ
れ
ら
の
所
在
地
を

委
し
く
み
る
と
、
延
岡
藩
四
〇
基
の
内
飛
び
地
宮
崎
が
二
八
基
、
他
は
高
千
穂

や
城
下
か
ら
離
れ
た
地
域
で
あ
る
。
城
下
で
あ
っ
た
旧
延
岡
市
で
は
確
認
で
き

な
い
。
次
に
多
い
の
が
幕
府
領
で
二
二
基
、そ
の
内
本
庄(

国
富
町)

が
一
五
基
、

船
引(

清
武

町

)

三

基
、

坪
谷(

東
郷

町

)

二

基
、

穂
北(

西
都

市

)

一

基
、

本

郷

南

方

(

宮

崎

市)

一
基
で
、
富

高
代
官
所
が

あ
っ
た
日
向

市
で
は
確
認

で
き
な
い
。
高
鍋
藩
も
飛
び
地
で
あ
る
福
嶋(

串
間
市)

三
基
と
金
崎(

宮
崎
市)

二
基
が
主
で
、
城
下(

高
鍋
町)

で
は
見
ら
れ
な
い
。
宮
崎
県
の
都
城
市
や
小

林
市
、
え
び
の
市
そ
れ
に
諸
県
地
方
は
薩
摩
藩
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
廻
国
供
養
塔
の
存
在
を
確
認
し
て
い
な
い
。
各
藩
の
城
下
で
あ
っ
た
地
域

で
は
廻
国
供
養
塔
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
城

下
で
は
六
十
六
部
な
ど
の
長
逗
留
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

都
城
・
小
林
辺
り
に
廻
国
供
養
塔
が
な
い
こ
と
か
ら
薩
摩
藩
は
六
十
六
部
に

対
し
何
ら
か
の
制
限
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
調
査
を
重
ね
る
内
に
禁
制

で
あ
っ
た
一
向
宗
と
の
関
連
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一　

日
向
諸
藩
に
お
け
る
六
十
六
部
・
巡
礼
等
の
対
応

　

ま
ず
、
延
岡
・
高
鍋
・
佐
土
原
・
飫
肥
の
四
藩
で
は
、
六
十
六
部
や
巡
拝
者
、

旅
人
な
ど
に
対
し
、
宿
泊
と
か
行
倒
れ
な
ど
に
ど
う
対
処
し
て
い
た
の
か
、
元

禄
四
年(
一
六
九
一)

十
一
月
、
病
気
に
な
っ
た
順
礼
が
村
継
で
送
っ
て
き
た

の
を
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
高
鍋
藩
の
例

（
＊
２
）

を
紹
介
す
る
。
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元
禄
四
年
十
一
月

一
、
十
五
日
西
国
順
礼
禅
門
円
路
と
申
者
、
出
雲
国
松
平
出
羽
守(

綱
近)

　

様
御
領
内
ニ
而
病
気
、
同
人
本
国
詮
議
在
之
候
処
、
日
向
国
本
庄
村
之

　

者
口
書
証
文
差
添
順
々
ニ
送
り
来
、
本
庄
へ
送
届
相
渡
候
処
本
庄
之
者

　

ニ
而
無
之
由
送
り
返
し
延
岡
領
河
内
村
よ
り
肥
後
之
内
へ
相
送
候
処
、

　

岩
神
御
番
所
ニ
而
通
し
不
申
、
口
書
証
文
ニ
日
向
国
之
者
と
在
之
ニ
付
、

　

岩
神
村
よ
り
延
岡
領
平
岩
へ
送
り
来
、
平
岩
よ
り
美
々
津
江
相
渡
ニ
付

　

禅
門
高
鍋
ニ
召
寄
申
分
承
り
候
処
、
飫
肥
領
中
嶋
田
と
申
所
之
者
ニ
而

　

親
類
在
之
候
間
親
類
居
候
所
へ
参
着
、
如
何
様
ニ
罷
成
候
共
不
苦
と
相

　

頼
ニ
付
、
円
路
竹
こ
し
ニ
為
乗
綾
部
与
五
右
衛
門
へ
書
付
為
持
尻
軽
ニ

　

為
乗
清
武
へ
差
遣
相
渡
す

　

西
国
順
礼
中
の
円
路
と
い
う
者
が
出
雲
国(

島
根
県)

病
気
に
な
っ
た
。
出

身
地
を
調
べ
る
と
日
向
国(

宮
崎
県)

本
庄
村
と
い
う
口
書
証
文
が
あ
り
、順
々

に
送
っ
て
本
庄
へ
届
け
た
と
こ
ろ
、本
庄
の
者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
、

ま
た
送
り
返
し
延
岡
領
河
内
村
よ
り
肥
後
国
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
岩
神
番
所
で

は
日
向
国
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
延
岡
領
平
岩
へ
送
り
返
し
て
き
た
。
平
岩
よ

り
美
々
津
へ
渡
し
た
と
き
、
円
路
の
親
類
が
飫
肥
の
中
嶋
田
に
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
問
合
せ
る
と
親
類
か
ら
飫
肥
へ
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
の

で
、
高
鍋
藩
は
円
路
を
竹
こ
し
に
乗
せ
、
付
添
と
し
て
綾
部
与
五
右
衛
門
を
派

遣
し
飫
肥
領
清
武
で
円
路
を
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

旅
の
途
中
病
気
に
な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
病
気
の
旅
人
は
ど
の
藩
も
村

継
で
出
身
地
ま
で
送
っ
て
い
た
。
竹
製
の
輿
に
寝
か
せ
て
担
ぎ
村
境
ま
で
送
る

も
の
で
、
境
で
次
の
村
人
に
引
継
ぎ
さ
ら
に
次
の
村
と
送
る
の
で
あ
る
。
領
内

を
過
ぎ
る
と
隣
藩
へ
引
継
ぐ
と
い
う
村
継
の
シ
ス
テ
ム
が
日
本
全
国
に
出
来
上

が
っ
て
い
た
。
こ
の
高
鍋
藩
の
場
合
は
隣
藩
で
あ
る
佐
土
原
藩
へ
村
継
し
な
い

で
直
接
飫
肥
藩
へ
送
っ
て
い
る
。
高
鍋
か
ら
飫
肥
領
清
武
ま
で
は
凡
そ
十
里
、

一
日
の
行
程
で
あ
る
こ
と
か
ら
佐
土
原
藩
を
煩
わ
せ
な
い
で
直
接
送
る
こ
と
に

し
た
の
か
。
病
気
の
円
路
を
竹
輿
に
乗
せ
て
送
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
四

人
の
人
夫
が
必
要
、
そ
れ
に
綾
部
与
五
右
衛
門(

乗
馬)

を
付
添
い
と
し
て
派

遣
し
て
い
る
の
で
高
鍋
藩
は
都
合
五
人
で
飫
肥
藩
ま
で
送
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(

一)　

延
岡
藩

　

延
岡
藩
は
旅
人
の
通
行
や
宿
泊
に
つ
い
て
届
け
る
よ
う
通
達
を
出
し
て
い

る
。
文
化
十
五
年(

一
八
一
八)

五
月
の
「
延
岡
藩
在
方
法
度
覚

（
＊
３
）」

と
嘉
永
元

年(

一
八
四
八)

十
月
の
「
黒
木
村
村
法
書
上
帳
扣

（
＊
４
）」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

在
方
法
度
覚　

文
化
十
五
年
五
月

一
、
旅
人
之
儀
、
通
掛
り
一
宿
ハ
村
役
人
江
断
候
上
、
宿
可
致
、
其
余
逗

留
之
節
者
、
村
役
人
江
申
出
、
願
之
上
、
差
置
可
申
事

黒
木
村
村
法
書
上
帳
扣　

嘉
永
元
年
十
月

一
、
旅
人
逗
留
之
儀
、
無
拠
儀
ニ
テ
両
三
日
を
越
し
候
ハ
ヽ
、
往
来
人
品

等
承
合
、
誰
方
江
罷
在
候
段
可
申
達
、
其
外
病
気
・
故
障
等
ニ
テ
逗
留
為

致
候
ハ
ヽ
、
其
段
御
達
、
御
差
図
ニ
従
ひ
、
逗
留
為
仕
可
申
事

　

文
化
十
五
年
の
通
達
は
、
旅
人
が
一
宿
を
希
望
す
る
場
合
、
村
役
人
に
断
っ

て
泊
め
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
逗
留
す
る
場
合
は
村
役
人
へ
逗
留
願
い
を
出
し

許
可
を
得
て
か
ら
逗
留
さ
せ
る
こ
と
と
あ
り
、嘉
永
元
年
に
出
さ
れ
た
も
の
は
、

旅
人
が
や
む
を
得
な
い
事
情
で
三
日
を
過
ぎ
る
逗
留
を
す
る
場
合
は
、
来
た
理

由
を
聞
き
人
柄
を
見
極
め
て
泊
め
る
家
を
申
し
付
け
る
こ
と
、
病
気
や
怪
我
な

ど
で
逗
留
す
る
場
合
は
そ
れ
ま
で
の
達
し
や
指
図
に
従
っ
て
泊
め
る
こ
と
と
あ

る
。

　

元
文
元
年(

一
七
三
六)

、
延
岡
藩
家
代
村(

諸
塚
村)

の
五
人
組
手
形
前

書
（
＊
５
）に

は
、
次
の
よ
う
な
触
れ
が
あ
る
。

往
還
之
町
者
不
及
申
、
在
々
共
旅
人
大
切
可
致
候
、
於
途
中
、
人
馬
煩
候

時
ハ
、
庄
屋
・
百
姓
立
合
、
可
致
助
抱
候
、
煩
重
候
ハ
ヽ
、
御
役
所
江
早

速
御
注
進
可
申
上
候
、
若
相
果
候
ハ
ヽ
、
早
速
得
御
下
知
、
其
上
庄
屋
・

百
姓
立
合
、
其
者
之
道
具
改
、
封
を
付
置
可
申
旨
奉
畏
候
事

附
、
病
人
存
生
之
内
、
往
来
手
形
致
吟
味
、
出
所
旁
々
口
上
書
付
置
可
申

旨
奉
畏
候
事
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こ
れ
は
「
延
岡
藩
在
方
法
度
覚
」
が
出
さ
れ
る
八
十
年
く
ら
い
前
の
触
れ
で

あ
る
。
往
還
沿
い
の
町
の
も
の
は
言
う
に
及
ば
ず
村
々
で
も
、
旅
人
が
病
気
で

煩
っ
た
ら
介
抱
す
る
こ
と
、
若
し
死
亡
し
た
ら
役
所
の
指
示
を
受
け
て
、
庄
屋

や
百
姓
立
会
い
の
上
で
持
ち
物
を
検
査
封
印
し
て
お
き
、
お
上
の
指
示
を
受
け

る
こ
と
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(

二)　

高
鍋
藩

　

高
鍋
藩
も
延
岡
藩
と
似
た
よ
う
な
旅
人
無
断
泊
禁
止
の
触
れ

（
＊
６
）を

出
し
て
い

る
。

正
徳
二
年(

一
七
一
二)

二
月

一
、
二
十
一
日
旅
人
往
還
筋
二
夜
泊
り
候
ハ
ヽ
町
奉
行
并
其
所
役
人
へ
可

相
断
無
断
及
二
夜
候
ハ
ヽ
御
法
相
背
ニ
付
急
度
可
被
仰
付
往
還
筋
之
外
鉢

た
た
き
等
立
宿
為
致
間
敷
事

　

旅
人
が
往
還
筋
に
二
夜
泊
る
と
き
は
町
奉
行
な
ら
び
に
そ
の
所
役
人
へ
そ
の

旨
断
る
こ
と
、
も
し
無
断
で
二
夜
宿
泊
さ
せ
た
場
合
は
、
御
法
に
背
い
た
と
い

う
こ
と
で
処
罰
を
申
し
付
け
ら
れ
、家
の
前
で
鉦
を
た
た
き
経
文
な
ど
唱
え
て
、

銭
を
乞
い
歩
く
乞
食
僧
な
ど
は
泊
め
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
あ
る
。

　

旅
人
の
宿
泊
に
つ
い
て
一
泊
は
特
に
問
題
は
な
く
、
二
泊
す
る
場
合
は
役
人

に
届
け
出
る
こ
と
を
申
し
つ
け
て
い
る
。
旅
の
途
中
で
一
宿
す
る
こ
と
は
通
常

の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
泊
す
る
と
い
う
こ
と
は
病
気
か
商
い
か
何
か
理
由
が
あ

る
と
思
わ
れ
、
藩
と
し
て
も
そ
の
辺
を
把
握
し
て
お
か
な
く
て
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
九
年(

一
八
一
二)

九
月
、
佐
土
原
藩
安
宮
寺
第
八
代
住
職
野
田
泉
光

院
が
日
本
九
峯
修
行
に
旅
立
っ
た
日
記

（
＊
７
）に

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

三
日
、
佐
土
原
を
発
っ
て
日
向
国
を
南
下
、
九
月
十
三
日
に
榎
原(

南
郷
町)

を
出
立
し
、
高
鍋
領
の
飛
び
地
福
嶋(

串
間
市)

に
入
り
、
瀧
の
権
現
を
参
拝
、

麓
に
下
り
る
と
八
ヶ
谷
と
い
う
村
に
出
た
。

日
も
西
山
に
落
つ
る
故
一
宿
を
求
む
る
所
、
当
所
は
旅
人
一
宿
も
成
ら
ず

一
軒
も
宿

な
し
と
云

ふ
。
辻
堂

か
又
は
是

よ
り
一
里

下
り
海
辺

に
山
伏
あ

り
、
彼
の

方
へ
行
き

玉
へ
と
云

ふ
。
何
か

と
談
判
す

る
折
か
ら
、
鬼

瓦
見
る
様
な
る
面
付
き
の
大
男
来
た
り
、
不
忽(

無
骨)

な
る
言
葉
に
て
、

各
々
方
は
宿
な
き
由
、
当
所
は
御
上
よ
り
厳
敷
御
触
れ
に
て
、
勝
手
に
旅

人
を
宿
い
た
す
事
不
出
来
、
故
に
難
儀
に
及
ば
れ
ん
。
私
宅
は
狭
く
む
さ

く
あ
れ
共
、
一
夜
の
事
な
れ
ば
堪
忍
し
て
内
分
に
て
宿
し
玉
へ
と
云
ふ
に

付
、
恐
ろ
し
き
面
体
な
れ
ど
も
行
き
て
一
宿
す
、
休
助
と
云
ふ
。

　

高
鍋
藩
も
旅
人
を
泊
め
る
こ
と
禁
じ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
泊
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。「
内
分
に
て
宿
し
玉
へ
」、
泊
め
た
こ
と
を
表
に
出
さ
な
い
と
い

う
こ
と
で
泊
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
享
保
十
五
年(

一
七
三
〇)

七
月
の
『
高
鍋
藩
拾
遺
本
藩
実
録
』
に

は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

八
日
、
長
門
国
六
部
僧
壱
人
高
城
ニ
而
相
煩
竹
こ
し
ニ
載
宿
送
立
候
病
人

送
遣
候
義
無
慈
悲
之
致
方
ニ
付
病
気
介
抱
候
様
被
仰
出
候
処
既
送
立
黒
岩

之
庄
屋
受
取
送
継
豊
後
国
浜
脇
と
申
所
庄
屋
不
受
取
又
々
送
り
帰
美
々
津

へ
来
依
之
高
城
へ
送
届
彼
所
ニ
而
養
生
く
れ
候
様
申
達　

　

長
門
国(
山
口
県)

の
六
部
僧
一
人
が
高
城(

木
城
町)

で
病
気
に
な
っ

た
の
で
、
竹
製
の
輿
に
乗
せ
て
宿
送
り
し
た
が
、
病
人
を
送
り
返
す
こ
と
は

六十六部日本廻国供養塔（串間市）
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無
慈
悲
の
仕
方
で
あ
る
の
で
、
病
気
介
抱
を
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
し
か

し
、
す
で
に
黒
岩
の
庄
屋
が
受
取
り
さ
ら
に
豊
後
国
浜
脇
へ
継
送
り
し
た
。
浜

脇
の
庄
屋
は
受
取
ら
ず
ま
た
送
り
返
し
て
美
々
津(

日
向
市)

へ
来
た
。
そ

れ
で
高
城
へ
送
り
そ
こ
で
養
生
す
る
よ
う
申
し
達
し
た
。
他
に
も
延
享
四
年

(

一
七
四
七

（
＊
８
）)

、
寛
延
元
年(

一
七
四
八

（
＊
９
）) 

、
天
保
元
年(

一
八
三
〇) 

に
も

次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

延
享
四
年
七
月

八
日
、
六
十
六
部
坂
本
へ
病
気
罷
在
是
迄
庄
屋
賄
今
日
ヨ
リ
十
日
過
候
得

ハ
御
賄
被
下
候
事
初
庄
屋
致
方
不
宜
ニ
付

　

八
日
、六
十
六
部
が
坂
本
で
病
気
に
な
り
こ
れ
ま
で
庄
屋
で
賄
っ
て
い
た
が
、

今
日
か
ら
十
日
過
ぎ
れ
ば
藩
か
ら
賄
い
料
を
下
そ
う
と
い
う
事
。
庄
屋
の
扱
い

が
よ
く
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

寛
延
元
年
八
月

二
十
日
、
回
国
六
部
両
人
椎
木
海
道
ニ
而
盗
賊
カ
ヽ
リ
疵
付
逃
去
候
ニ
付

六
部
ハ
上
ヨ
リ
養
生
被
成
下
也

　

二
十
日
、
回
国
六
部
の
二
人
が
椎
木
街
道(

木
城
町)
で
盗
賊
に
襲
わ
れ
て

怪
我
を
し
た
。
盗
賊
は
逃
げ
た
の
で
六
部
は
藩
よ
り
養
生
さ
れ
た
。

天
保
元
年
五
月

二
十
五
日
、
宮
崎
郡
清
武
中
野
村
喜
右
衛
門
、
豊
後
ヨ
リ
病
気
宿
送
り
ニ

而
来
、
高
松
ヨ
リ
心
見
村
送
立
候
処
、
相
果
候
付
中
野
村
身
寄
之
者
江
為

持
遣
身
寄
者
罷
出
願
ニ
寄
高
松
掛
之
内
へ
葬
置　

　

宮
崎
郡
清
武
中
野
村(

清
武
町)

の
喜
右
衛
門
が
病
気
に
な
り
豊
後
よ
り
宿

送
り
し
て
き
た
。
高
松(

日
向
市)

よ
り
心
見
村(

都
農
町)

に
送
っ
て
来
た

が
そ
こ
で
果
て
て
し
ま
っ
た
。
中
野
村
の
身
寄
り
の
者
へ
連
絡
、
身
寄
り
の
者

が
来
て
そ
の
者
の
願
に
よ
り
高
松
掛
に
葬
っ
た
。

　

以
上
、
高
鍋
藩
も
旅
人
を
二
泊
さ
せ
る
場
合
は
町
奉
行
や
そ
の
所
の
役
人
の

許
可
を
得
る
こ
と
、
無
断
で
二
泊
さ
せ
た
場
合
は
処
罰
す
る
と
い
う
決
ま
り
で

あ
っ
た
。
領
内
で
行
倒
れ
れ
ば
庄
屋
に
養
生
を
命
じ
、
盗
賊
に
襲
わ
れ
て
怪
我

す
れ
ば
藩
で
面
倒
を
み
て
い
る
。

(

三)　

佐
土
原
藩

　

佐
土
原
藩
で
は
廻
国
者
や
巡
拝
者
、
旅
人
な
ど
ど
う
対
処
し
て
い
た
か
文
書

を
見
出
せ
な
い
が
、
恐
ら
く
他
の
藩
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。
宝
永
七

年(

一
七
一
〇)

と
天
保
十
二
年(

一
八
四
一)

の
取
り
扱
い
を
紹
介
す
る
。

宝
永
七
年
八
月
五
日

宗
門
奉
行
飯
田
慶
兵
衛
よ
り
申
出
候
者
高
月
院
寺
内
地
蔵
堂
江
信
州
之

六
十
六
部
病
気
ニ
付
罷
有
候
由
高
月
院
よ
り
申
出
有
之
候
由
申
出
之
依
之

御
法
之
通
見
分
被
申
付
上
田
島
之
庄
屋
方
江
申
付
介
抱
有
之
養
生
可
申
付

由
申
建
之　

　

高
月
院(

藩
主
菩
提
寺)

の
地
蔵
堂
で
信
州(

長
野
県)

の
六
部
が
病
気
に

な
っ
た
と
い
う
申
し
出
が
高
月
院
か
ら
あ
っ
た
。
御
法
の
と
お
り
検
分
し
て
上

田
島
の
庄
屋
へ
介
抱
養
生
を
申
し
付
け
た
と
い
う
の
も
で
あ
る
。

天
保
十
二
年
一
月
二
十
日　

肥
後
国
上
益
郡
下
名
連
村
宇
平
并
ま
さ
と
申
女
諸
国
神
仏
順
拝
と
し
て
罷

出
候
処
日
州
那
珂
郡
山
崎
村
ニ
而
病
気
付
村
継
を
以
塩
路
村
ヨ
リ
村
々
如

例
継
送
来
候
処
上
田
島
名
ニ
而
右
之
女
致
死
去
候
付
為
検
者
差
越
見
分
致

候
処
病
死
ニ
紛
無
御
座
同
道
之
者
ヨ
リ
御
当
地
江
葬
度
旨
願
出
候
間
如
例

取
計
宇
平
ハ
早
速
村
々
継
立
高
鍋
領
三
納
代
江
継
送
候
段
宗
門
奉
行
ヨ
リ

申
出
之　

　

ま
た
、
天
保
十
二
年
一
月
二
十
日
、
肥
後
国(

熊
本
県)

下
名
連
村
宇
平
と

ま
さ
は
諸
国
神
仏
順
拝
の
旅
に
出
て
い
た
が
、
那
珂
郡
山
崎
村(

宮
崎
市)

で

二
人
が
病
気
に
な
り
村
継
で
上
田
島
へ
送
っ
て
き
た
が
、
ま
さ
が
そ
こ
で
死
去

し
た
。
藩
は
検
者
を
送
っ
て
検
分
し
病
死
と
判
断
し
た
。
宇
平
か
ら
こ
の
地
に

埋
葬
し
て
欲
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
た
。
宇
平

は
早
速
村
継
で
高
鍋
領
三
納
代(

新
富
町)

へ
継
送
り
し
た
な
ど
行
倒
れ
の
記

録
が
残
っ
て
い
る
。 

（
＊
１０
）

（
＊
１1 
）

（
＊
１2 
）
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(
四)　

飫
肥
藩

　

飫
肥
藩
も
他
藩
と
同
様
と
厳
し
い
取
り
締
ま
り
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

藩
記
録
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
野
田
泉
光
院
の
日
記
か
ら
状
況
を
見
て
み
る
。

　

前
述
野
田
泉
光
院
は
日
本
九
峯
修
行
の
旅
に
出
立
、
飫
肥
領
内
を
通
っ
て
い

る
。

九
月
九
日
晴
天
。
辰
の
刻
内
海
立
つ
。
種
々
饗
応
あ
り
し
故
茶
代
一
包
遣

は
し
候
へ
ど
も
、
日
本
回
国
行
者
な
れ
ば
一
銭
も
不
請
と
て
相
か
へ
さ
れ

た
り
。
此
所
よ
り
二
里
に
鶯
巣
と
云
ふ
浦
あ
り
、
此
所
に
て
飫
肥
の
番
所

旅
人
往
来
を
改
む
る
所
あ
り
。(

略)

雨
故
滞
り
に
な
り
宮
の
浦
と
云
ふ
に
宿
す
、
栄
吉
と
云
ふ
宅
。
出
来
合
の

飯
と
て
出
す
、
馳
走
に
逢
ふ
。
当
時
此
村
疱
瘡
流
行
に
て
、
賑
々
敷
く
疱

瘡
踊
と
て
老
若
男
女
交
り
合
い
乱
拍
子
に
て
面
白
し
。

十
日　

風
雨
天
。
同
宅
滞
在
。
疱
瘡
祈
祷
と
し
て
仁
王
経
五
部
読
誦
す
。

今
日
は
休
め
り
。

十
一
日　

曇
天
。
宮
の
浦
巳
の
刻
立
。
当
宅
に
て
も
茶
代
一
銭
も
取
ら
ず
、

右
に
付
謝
礼
包
み
物
少
々
遣
す
、
此
村
の
下
に
大
川
あ
り
船
渡
り
也
。
是

れ
も
栄
吉
無
銭
に
て
渡
し
呉
れ
ら
る
。
鵜
戸
山
迄
三
里
の
峠
あ
り
。(

略)

　

内
海
で
は
知
合
い
の
谷
口
文
左
衛
門
宅
に
泊
ま
る
。
種
々
饗
応
が
あ
っ
た
の

で
茶
代
と
し
て
一
包
を
出
す
が
廻
国
行
者
と
い
う
こ
と
か
ら
受
取
ら
ず
返
さ
れ

た
。
午
前
八
時
頃
内
海
を
発
ち
、
番
所
が
あ
る
鶯
巣
を
過
ぎ
る
と
雨
に
な
り
、

鵜
戸
神
宮
近
く
の
宮
ノ
浦
で
栄
吉
と
い
う
者
の
家
に
世
話
に
な
る
。
栄
吉
は
食

事
を
だ
し
、
翌
日
も
雨
が
上
ら
な
い
た
め
二
泊
さ
せ
る
が
、
特
に
村
役
に
断
っ

て
い
る
様
子
は
な
い
。 

ま
た
、
出
立
に
当
た
っ
て
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し

て
茶
代
を
出
す
が
栄
吉
は
受
け
取
っ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
旅
は
自
炊
が
基

本
、
泉
光
院
の
旅
も
宿
は
借
り
る
が
食
事
は
自
分
で
賄
っ
て
い
る
が
、
内
海
や

宮
ノ
浦
で
は
泊
め
て
く
れ
た
家
で
ご
馳
走
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
日
向
四
藩
は
一
応
六
十
六
部
や
巡
拝
者
の
宿
泊
に
つ
い
て
制
限
し
て

い
る
が
、
病
気
や
怪
我
な
ど
し
た
と
き
は
介
抱
し
た
り
村
継
で
送
っ
た
り
し
て

い
る
こ
と
が
分
る
。

二　

薩
摩
藩
に
お
け
る
六
十
六
部
・
巡
礼
の
対
応

　

薩
摩
藩
は
他
国
者
が
入
国
す
る
こ
と
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
た
。
他
藩
と
の

交
流
を
断
ち
経
済
的
に
は
自
給
い
わ
ば
二
重
鎖
国
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
最
大
の
理
由
と
し
て
琉
球
・
中
国
と
の
密
貿
易
が
あ
げ
ら
れ
る
。
外
国
と

の
貿
易
は
天
下
の
法
度
で
あ
っ
た
た
め
幕
府
に
漏
れ
る
こ
と
を
極
端
に
警
戒
、

六
十
六
部
を
幕
府
の
隠
密
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
物
語
る
去
川
関
所
で
の
六
十
六
部
扱
い
が
『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査
』
に

あ
る
。苟

く
も
隠
密
と
疑
ふ
べ
き
も
の
は
、
敢
て
一
歩
だ
も
入
国
す
る
こ
と
を
許

さ
ず
。
若
し
す
で
に
入
国
せ
る
者
あ
れ
ば
、
国
外
追
放
の
名
の
下
に
、
藩

境
に
誘
い
出
し
て
斬
り
殺
す
な
ど
、
甚
し
き
制
裁
を
加
へ
来
た
の
で
、
当

時
の
旅
人
は
、
皆
番
所
外
の
門
に
慴
伏
し
て
、
通
行
の
万
一
を
僥
倖
し
た

位
で
あ
っ
た
。
斯
の
如
く
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
怨
霊
屢
ば
怪
を

な
し
た
と
、
今
も
此
の
邊
の
老
人
が
語
る
所
で
、
現
に
番
所
下
流
の
川
端

に
あ
る
一
石
塔
は
、
惨
殺
さ
れ
し
六
十
六
部
の
怨
霊
を
鎮
め
、
そ
れ
を
迷

信
の
人
々
が
祀
る
の
で
、
常
に
参
詣
が
絶
え
ぬ
と
云
っ
て
居
る
。

　

隠
密
と
疑
わ
れ
た
六
部
が
斬
殺
さ
れ
そ
れ
を
祀
る
石
塔
が
関
所
の
下
流
に
あ

り
、
昭
和
初
期
ま
で
は
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
多
く
が
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
去
川
を
訪
ね
る
と
畑
地
の
一
隅
に
祠
が
あ
り
、
そ
こ
に
六
部
の
霊
を

慰
め
る
石
と
伝
え
ら
れ
る
石
が
あ
っ
た
。
昔
、
役
人
が
関
外
へ
出
す
六
部
を
渡

船
上
で
斬
っ
た
ら
頭
が
川
上
に
流
れ
た
こ
と
か
ら
、
役
人
ら
は
怨
霊
を
恐
れ
六

部
の
鎮
魂
を
願
い
祀
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
祠
に
は
訪
ね
た
日
も
新
し

い
柴
が
、
関
守
だ
っ
た
子
孫
に
よ
っ
て
供
え
ら
れ
て
い
た
。

　

都
城
市
及
び
周
辺
に
一
門
講
と
い
う
六
部
殺
し
に
関
係
す
る
講
が
十
数
か
所

存
在
す
る
。
釣
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
六
部
が
川
を
渡
っ
て
来
た
と
か
、
六

部
が
太
刀
を
跨
い
だ
、
御
堂
に
泊
ま
っ
て
い
た
、
戦
に
行
っ
た
が
終
わ
っ
て

（
＊
１3 
）

（
＊
１4 
）
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い
た
の
で
替
り
に
六
部
を
斬
っ
た
な

ど
些
細
な
理
由
で
殺
害
し
た
も
の

で
、
遺
骸
を
川
に
捨
て
る
と
遺
体
や

頭
部
、
血(

講
に
よ
っ
て
異
な
る)

が
上
流
へ
流
れ
て
殺
害
者
を
畏
怖
さ

せ
、
さ
ら
に
怨
霊
が
加
害
者
一
族
に

祟
り
、
狂
死
・
行
倒
れ
、
悪
病
罹
患
、

怪
我
、
火
災
等
が
次
々
に
起
こ
る
と

い
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
そ
の
鎮
魂

や
供
養
を
一
族
で
毎
年
定
期
的
に
行

な
う
行
事
で
あ
る
。

　

一
門
講
の
よ
う
に
些
細
な
理
由
で

六
部
や
順
礼
を
殺
し
、
そ
の
祟
り
を

恐
れ
て
墓
石
を
建
て
て
祀
っ
た 

巡
礼
墓
と
い
う
の
が
鹿
児
島
県
内
各
所
に
あ

る
。

　

牧
園
町
と
霧
島
町
の
間
に
聖
原
と
い
う
所
で
は
、
六
部
が
歩
い
て
い
る
と
子

供
が
六
部
の
鈴
を
欲
し
が
っ
た
が
六
部
は
や
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
大
人
ま
で

出
て
き
て
争
い
と
な
り
六
部
は
殺
さ
れ
た
。
後
に
高
野
山
の
高
僧
と
知
れ
、
墓

を
作
り
神
社
に
祀
っ
た
と
い
う
。
薩
摩
町
永
野
で
は
医
者
が
山
伏
を
殺
し
た
と

こ
ろ
不
幸
が
続
い
た
の
で
石
仏
を
建
て
て
祀
っ
た
、
財
部
町
古
井
に
は
親
子
の

六
部
が
留
守
宅
に
入
っ
た
の
で
殺
し
石
塔
を
建
て
た
、
市
来
町
の
み
つ
が
瀬
は

殺
さ
れ
た
六
部
が
亡
霊
と
な
っ
て
宿
の
妻
み
つ
を
瀬
に
引
き
入
れ
た
等
々
の
伝

説
が
あ
る
。

　

一
門
講
や
巡
礼
墓
伝
説
は
薩
摩
に
お
い
て
六
十
六
部
や
巡
礼
が
犬
猫
の
如
き

扱
い
を
受
け
た
こ
と
を
物
語
る
が
、
そ
れ
は
六
部
幕
府
隠
密
説
に
加
え
て
筆
者

は
薩
摩
藩
禁
制
の
一
向
宗
と
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

六十六部供養塔（山之口町六十田）

三　

六
十
六
部
に
対
す
る
薩
摩
藩
の
諸
規
制

　

廻
国
六
十
六
部
や
巡
礼
者
に
対
す
る
薩
摩
入
国
制
限
が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
た

か
分
か
ら
な
い
が
、
寛
文
十
二
年(

一
六
七
二)

三
月
、
都
城
役
人
へ
旅
人
取

扱
い
覚
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

覚

廻
国
之
順
礼
行
脚
体
之
者
、
今
程
御
領
内
え
入
来
候
儀
令
停
止
之
候
間
、

其
元
番
所
へ
入
来
候
者
、
早
速
御
領
内
可
追
払
旨
、
堅
固
に
可
被
申
渡
候
、

若
緩
之
儀
於
有
之
は
、
稠
可
及
沙
汰
之
条
可
被
得
其
意
者
也

　
　
　

寛
文
十
二
年
子
三
月
二
十
一
日　

勘
解
由　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
正　
　

印(

藩
家
老
島
津
忠
広)

　
　
　
　
　
　

都
之
城
役
人
中

　

廻
国
順
礼
や
行
脚
の
者
が
薩
摩
領
内
へ
入
る
こ
と
を
禁
止
す
る
、
番
所
へ
来

て
も
追
い
払
う
こ
と
を
厳
し
く
申
し
渡
し
、
こ
の
決
ま
り
を
緩
め
る
者
が
い
る

場
合
は
厳
重
に
評
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩
家
老
名
で
都
城
役
人

へ
出
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
藩
内
各
外
城
全
て
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

延
宝
六
年(

一
六
七
八)

四
月
に
も
行
脚
の
者
取
扱
い
に
つ
い
て
覚
が
出
さ

れ
て
い
る
。　

　
　
　
　

覚

　
　

境
目
番
所
近
辺
に
行
脚
之
者
致
徘
徊
儀
、向
後
に
令
禁
止
之
旨
堅
可
申
渡
、

　
　

聊
緩
疎
有
間
敷
者
也

　
　
　
　
　

延
宝
六
午
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

評
定
所　

印

　
　
　
　
　
　

都
之
城
役
人
中

　
　
　
　
　
　

寺
柱
番
所

　

境
目
番
所
近
辺
に
行
脚
体
の
者
が
徘
徊
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
堅
く

申
し
渡
し
、
少
し
も
緩
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

次
は
貞
享
元
年(

一
六
八
四)

四
月
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

他
国
出
家
・
山
伏
・
医
者
之
類
当
国
え
入
来
時
分
、
改
所
よ
り
付
状
に
て

取
次
・
宰
領
相
付
、
宿
次
に
外
城
よ
り
宰
領
迄
に
て
次
書
無
之
、
直
に
爰
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一
、
風
雨
洪
水
等
で
滞
在
さ
せ
る

場
合
は
そ
の
理
由
を
次
書
に
書
き

記
す
こ
と
。

一
、
六
十
六
部
は
明
る
い
う
ち
に

目
的
地
に
着
く
よ
う
に
す
る
こ

と
。
次
の
外
城
ま
で
行
き
た
い
と

申
し
出
て
も
そ
の
所
に
着
く
の
が

夜
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
判
断
し

て
出
立
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
旅
人
問
屋
へ
着
い
た
場
合

は
、
問
屋
で
も
次
書
に
時
刻
を
記

入
し
て
行
か
せ
る
こ
と
。
順
路
の

諸
所
に
お
い
て
も
次
書
を
旅
人
に

渡
し
、
滞
留
し
な
い
よ
う
に
申
し

聞
か
せ
、
経
納
・
参
詣
が
済
ん
だ

ら
少
し
も
領
内
に
滞
ま
ら
せ
ず
最
寄
の
境
目
番
所
よ
り
帰
国(

出
国)

さ
せ
る

こ
と
。
但
し
、
入
国
し
た
番
所
か
ら
出
国
し
た
い
と
言
っ
た
場
合
は
入
っ
て
き

た
道
筋
を
そ
の
通
り
に
戻
す
こ
と
。

一
、
六
十
六
部
を
気
ま
ま
に
行
動
さ
せ
な
い
こ
と
。
中
途
で
逗
留
し
て
い
る
場

合
は
参
詣
希
望
寺
院
の
参
拝
が
済
ん
で
い
な
く
て
も
、
留
ま
っ
て
い
る
在
所
か

ら
直
ち
に
最
寄
の
境
目
番
所
へ
行
か
せ
る
こ
と
。
切
支
丹
信
者
の
疑
い
が
あ
る

場
合
は
捕
え
て
長
崎
御
奉
行
所
へ
送
る
な
ど
、
旅
人
を
厳
し
く
取
り
調
べ
少
し

も
御
領
内
へ
滞
ま
ら
せ
な
い
こ
と
を
委
し
く
申
し
聞
か
る
こ
と
。

一
、
路
銀
所
持
状
況
を
番
所
で
見
届
け
、
そ
の
旨
を
書
付
に
記
す
こ
と
。
路
銀

を
隠
し
持
つ
こ
と
、
托
鉢
し
な
が
ら
旅
す
る
こ
と
は
禁
止
で
あ
る
こ
と
を
申
し

付
け
る
こ
と
。

一
、
順
礼
・
行
脚
の
躰
の
者
が
信
心
の
奇
特
を
申
し
、
町
人
や
百
姓
な
ど
が
銀

銭
・
米
穀
の
類
を
差
し
出
す
こ
と
を
聞
い
た
ら
、
そ
れ
は
不
届
き
な
こ
と
で
あ

る
の
で
止
め
さ
せ
る
こ
と
。

元
へ
差
越
者
も
有
之
候
、
尤
次
第
之
外
城
よ
り
次
書
い
た
し
、
宰
領
相
付

者
も
有
之
、
致
両
様
不
可
然
候
、
已
後
ハ
改
所
よ
り
次
第
宿
次
之
外
城
へ

銘
々
宛
書
に
て
、
銘
々
之
外
城
よ
り
次
書
い
た
し
、
其
上
宰
領
相
付
、
爰

元
へ
可
差
遣
候
、
尤
往
還
共
右
之
通
に
有
之
候
様
に
、
宿
次
之
外
城
へ
可

引
合
候
、
各
為
心
得
如
此
に
候
、
以
上

　
　

(

貞
享
元
年
甲)

子
四
月
二
十
一
日　
　
　
　
　

町
奉
行
所　

印

　

都
之
城
寺
柱
改
所

　

他
国
か
ら
の
出
家
・
山
伏
・
医
者
の
類
が
薩
摩
国
へ
入
っ
て
く
る
と
き
は
、

改
所(

番
所)

よ
り
付
状
を
も
っ
て
取
次
ぎ
、
そ
し
て
宰
領
を
付
け
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
付
状
も
宰
領
を
付
け
る
こ
と
も
な
く
、
直
ち
に
鹿
児
島
へ
来

る
者
が
い
る
。
以
後
は
改
所
よ
り
外
城
へ
銘
々
宛
書
に
て
、
銘
々
の
外
城
よ
り

次
書
い
た
し
、
そ
の
上
宰
領
を
付
け
、
爰
元
へ
差
し
遣
わ
す
よ
う
に
と
い
う
も

の
で
、
町
奉
行
所
か
ら
三
股
の
寺
柱
番
所
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

宝
永
五
年(

一
七
〇
八)

三
月
二
十
三
日
に
家
老
座
か
ら
諸
所
噯
中
、
役
人

中
に
出
さ
れ
た
「
旅
人
御
領
内
差
通
候
付
て
於
諸
所
申
付
様
之
覚
」
と
い
う

六
十
六
部
取
扱
い
は
十
数
目
、
微
に
入
り
細
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
誌
面
の

都
合
で
概
要
を
挙
げ
る
。

　
　

旅
人
御
領
内
差
通
候
付
て
於
諸
所
申
付
様
之
覚

一
、
六
十
六
部
経
納
ま
た
は
札
納
と
し
て
寺
社
参
詣
で
他
国
か
ら
来
る
行
脚
の

者
を
入
国
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
境
目
番
所
で
参
詣
す
る
寺
社
を
決
め
て
通

す
こ
と
。
番
所
で
は
何
月
何
日
何
時
に
通
し
た
こ
と
、通
し
た
理
由
書
を
つ
け
、

そ
し
て
そ
の
旅
人
に
持
せ
噯
・
役
人
へ
行
か
せ
る
こ
と
。
噯
・
役
人
は
右
の
書

付
を
見
届
け
、
着
い
た
時
刻
を
書
き
つ
け
て
旅
人
へ
渡
し
、
そ
れ
よ
り
次
の
外

城
と
順
々
に
次
書
に
時
刻
を
つ
け
、
鹿
児
島
問
屋
へ
旅
人
を
行
か
せ
る
こ
と
。

一
、
六
十
六
部
に
野
宿
さ
せ
ず
同
一
場
所
に
は
一
宿
し
か
さ
せ
な
い
こ
と
。
そ

の
た
め
に
時
刻
を
記
入
す
る
こ
と
。

一
、
六
十
六
部
の
参
詣
所
は
、
庄
内
高
城
東
霧
島
・
曽
於
郡
霧
嶋
山
・
大
隅
正

八
幡
・
鹿
児
島
福
昌
寺
・
水
引
新
田
宮
と
決
め
、
そ
れ
以
外
の
参
詣
は
堅
く
禁

止
、
脇
道
に
立
ち
寄
り
こ
と
も
禁
止
と
い
う
こ
と
で
差
し
通
す
こ
と
。

隠れ念仏洞（高城町田辺）
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一
、
板
行
の
書
籍
や
延
喜
式
に
見
え
る
日
向
国
庄
内
高
城
東
霧
嶋
山
や
大
隅
国

国
分
正
八
幡
、
大
穴
持
韓
国
大
明
神
、
福
山
宮
浦
大
明
神
、
薩
摩
国
頴
娃
開
聞
、

出
水
加
志
久
利
大
明
神
に
参
詣
し
た
い
と
申
し
出
る
者
が
い
た
場
合
は
、
国
所

証
文
や
路
銀
等
番
所
で
検
分
し
別
条
無
い
場
合
は
差
し
通
し
て
よ
い
。

一
、
外
城
一
か
所
に
旅
人
定
宿
二
か
所
づ
つ
を
申
し
付
け
、
堂
宮
に
一
宿
さ
せ

る
こ
と
堅
く
禁
止
す
る
こ
と
。
但
し
、
旅
人
問
屋
が
あ
る
外
城
は
旅
人
宿
を
定

め
る
に
及
ば
な
い
。

一
、
定
め
ら
れ
た
旅
人
宿
以
外
で
旅
人
を
宿
泊
さ
せ
た
者
が
あ
る
場
合
は
、
宿

主
へ
科
料
青
銅
百
疋
を
申
し
付
け
る
。
程
度
に
よ
っ
て
は
籠
舎(

入
牢)

を
も

申
し
付
け
る
こ
と
。

一
、
六
十
六
部
が
参
詣
寺
社
に
滞
留
す
る
こ
と
は
堅
く
禁
止
し
、
も
し
病
気
と

言
え
ば
す
ぐ
に
医
者
に
見
せ
、
病
気
で
あ
れ
ば
快
気
す
る
ま
で
留
め
る
こ
と
。

病
気
を
口
実
に
留
ま
る
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
十
分
気
を
つ
け
る

こ
と
。

一
、
地
方
の
役
人
に
は
右
の
よ
う
な
こ
と
を
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
病

気
を
口
実
に
留
ま
る
者
を
見
逃
す
と
処
罰
を
申
し
付
け
る
。

一
、
経
納
、
大
社
参
詣
、
札
納
順
礼
、
行
脚
の
者
は
当
五
月
十
五
日
か
ら
規
則

を
改
め
、
参
詣
祈
願
が
済
ま
な
く
て
も
同
二
十
日
ま
で
、
少
し
も
延
ば
す
こ
と

な
く
そ
の
所
よ
り
衆
中
宰
領
を
付
け
、
最
寄
り
の
境
目
番
所
よ
り
出
国
さ
せ
る

こ
と
。
そ
の
と
き
旅
人
ど
も
へ
薩
摩
領
内
は
田
畑
が
少
な
く
米
穀
が
不
足
し
、

日
頃
か
ら
国
中
の
者
が
飢
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
数
百
人
の
六
十
六

部
が
托
鉢
し
て
廻
る
こ
と
は
、
領
内
の
者
に
と
っ
て
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
切
支
丹
宗
門
の
疑
い
が
あ
る
者
を
近
頃
捕
え

長
崎
御
奉
行
所
へ
送
っ
た
、
ど
の
み
ち
藩
政
の
妨
げ
に
な
る
旅
人
は
残
ら
ず
帰

国
を
申
し
付
る
こ
と
を
言
い
聞
か
せ
、
托
鉢
の
旅
人
は
衆
中
宰
領
を
付
け
て
帰

国
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
で
も
逗
留
す
る
者
が
あ
れ
ば
出
身
地
や
名
前
を
書
き
と

め
、
殴
っ
た
り
せ
ず
丁
寧
に
訳
を
言
い
聞
か
せ
て
留
め
て
置
き
、
鹿
児
島
の
指

図
を
得
る
こ
と
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
所
の
役
人
関
係
者
周
知
す
る
こ
と
。

　
　

宝
永
五
年
子
三
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
家
老
座　

印

　

諸
所
噯
中

　
　
　
　

役
人
中

　

こ
れ
に
あ
る
噯

あ
つ
か
い

と
は
薩
摩
藩
外
城
に
お
け
る
最
高
の
郡
役
人
こ
と
で
、
大
郷

は
六
～
八
人
、
中
・
小
郷
は
五
～
二
人
任
命
さ
れ
て
郡
の
政
事
・
人
心
な
ど
を

掌
握
、外
城
役
場
の
庶
務
を
分
掌
し
た
。
外
城
の
門
閥
の
家
柄
か
ら
任
命
さ
れ
、

合
議
制
で
郡
政
を
決
し
地
頭
の
指
揮
を
仰
い
だ
。
ま
た
、
旅
人
問
屋
は
も
と
も

と
物
品
の
買
い
付
け
卸
し
の
業
務
で
あ
っ
た
が
、
荷
物
預
か
り
所
と
な
り
さ
ら

に
旅
館
業
を
営
む
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
旅
宿
人
を
管
理
す
る
機
能
に
変

わ
っ
た
。
宰
領
は
旅
人
に
付
添
っ
て
監
視
す
る
者
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
支
配
者
側
の
取
締
り
を
み
た
が
入
国
し
た
六
十
六
部
側
の
記
録

を
み
て
み
る
。

　

天
明
三
年(

一
七
八
三)

、
古
河
古
松
軒
が
薩
摩
に
入
国
し
て
い
る
が
、
薩

摩
に
入
る
と
き
は
浪
人
体
で
入
国
す
る
よ
り
六
十
六
部
の
方
が
入
国
し
や
す
い

と
い
う
情
報
を
得
て
、
六
部
の
服
装
・
格
好
で
入
っ
て
い
る
。
彼
の
日
記
に
は

次
の
よ
う
に
記
録
し
て
あ
る
。

　
　
　
　

覚

　
　

一　

年
五
拾
歳　
　
　
　

備
中
下
道
郡
岡
田
村
修
行
者　

古
松
軒
一
人

　
　

一　

笈
一
つ
内
に
本
尊
地
蔵
尊
そ
の
外
何
々

　

右
は
国
所
証
文
路
銀
持
参
、
水
引
新
田
宮
・
鹿
児
島
福
昌
寺
・
国
分
寺
・

正
八
幡
・
霧
島
山
、
六
十
六
部
経
文
奉
納
の
た
め
、
昨
日
当
御
番
所
へ
入

り
来
た
り
候
に
つ
き
相
改
め
、
こ
こ
元
に
一
宿
致
し
今
日
午
刻(

十
二
時

頃)

立
た
せ
罷
り
越
し
申
し
候
條
、
御
領
分
中
少
し
も
滞
り
な
く
差
し
通

り
、
経
文
奉
納
相
済
み
候
え
ば
、
そ
の
最
寄
り
御
番
所
よ
り
油
断
な
く
帰

国
申
し
付
け
ら
る
べ
く
候
、
以
上

　
　

何
月
何
日　
　
　
　
　
　
　
　

何
の
何
が
し
印

　
　
　

郷
士
年
寄
中
へ

　

こ
の
書
付
を
止
宿
せ
ん
と
思
う
所
に
て
、
年
寄(

外
城
役
人)

宅
に
差
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出
せ
ば
年
寄
よ
り
も
ま
た
左
の
通
り
の
書
付
を
渡
す
事
な
り
。

右
書
付
、
予
旅
人
の
様
子
を
も
見
届
け
別
条
な
き
に
つ
き
、
兼
て
仰
せ
渡

さ
れ
た
趣
、
委
し
く
申
し
聞
か
せ
た
上
一
宿
致
さ
せ
、
今
朝
巳
刻(

午
前

十
時
頃)

こ
こ
元
相
立
ち
御
方
の
様
に
差
遣
し
申
し
候
、

以
上

　
　

何
月
何
日　
　
　
　
　
　
　

何
村
何
が
し

　

西
方
郷
士
年
寄
中

　

以
上
の
よ
う
な
書
付
を
持
っ
て
行
く
先
々
の
役
人
か
ら
着
い
た
時
刻
、
出
発

し
た
時
刻
を
記
入
し
て
貰
っ
て
宿
泊
・
通
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ

ま
で
紹
介
し
た
諸
触
れ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
番
所
で
は
往
来
手
形
や
所

持
金
な
ど
を
調
べ
ら
れ
、
三
分
以
上
の
所
持
金
が
無
け
れ
ば
入
国
さ
せ
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。病
気
や
死
亡
し
た
と
き
の
費
用
と
古
松
軒
は
判
断
し
て
い
る
。

行
き
先
は
水
引
新
田
宮
と
鹿
児
島
福
昌
寺
な
ど
五
か
寺
と
決
め
ら
れ
た
が
、
こ

れ
は
六
部
に
身
を
変
え
た
か
ら
で
、
薩
摩
領
内
で
は
こ
れ
ら
以
外
の
寺
院
で
納

経
・
納
札
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
古
河
古
松
軒
は
次
の
よ
う
な
こ
と
も
書
い
て
い
る
。

「
今
に
て
は
昔
時
と
は
違
ひ
て
、
他
国
者
の
薩
州
へ
入
る
事
六
つ
か
し(

難
し)

か
ら
ず
。
銅
山
金
山
殊
外
は
ん
じ
ゃ
う
し
て
、
人
数
幾
人
い
り
て
も
日
雇
か
せ

き
有
り
。
何
国
に
て
も
か
な
山
へ
入
り
て
は
、
其
山
法
ば
か
り
に
て
人
改
め
も

済
事
故
に
、
か
な
ほ
り
と
い
ふ
て
番
所
を
入
れ
ば
無
滞
御
通
し
有
る
事
な
り
」

　

こ
の
頃
薩
摩
藩
で
は
金
や
銅
の
発
掘
で
繁
昌
し
て
い
て
労
働
力
不
足
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
金
掘
り
で
入
国
し
た
い
と
言
え
ば
問
題
な
く
番
所
を
通
過
で
き
、

他
国
の
者
が
薩
摩
へ
入
国
す
る
の
は
難
し
く
な
い
と
記
し
、
さ
ら
に
「
薩
州
侯

の
領
分
へ
入
り
て
は
宿
な
と
は
自
由
に
せ
し
事
に
て
、
町
場
に
は
旅
人
宿
と

い
ふ
家
有
り
て
、
門
口
に
旅
人
宿
と
記
せ
し
大
文
字
の
看
板
を
出
し
て
有
り
、

六
十
六
部
は
木
銭
十
二
文
に
て
無
心
気
止
宿
す
る
事
な
り
。
宿
に
と
る
所
は

二
十
四
文
に
て
、
十
二
せ
ん
は
国
主
よ
り
下
さ
る
事
也
」

　

各
外
城
に
藩
指
定
の
旅
人
宿
が
あ
り
そ
こ
に
宿
泊
す
れ
ば
二
十
四
文
、
さ
ら

に
六
十
六
部
は
藩
の
補
助
が
あ
り
木
賃
宿
代
二
十
四
文
の
と
こ
ろ
を
半
額
に
す

る
と
い
う
特
別
扱
い
を
し
て
い
る
。

　

元
治
元
年(

一
八
六
四)

に
諸
塚
村(

宮
崎
県)

の
塚
原
岩
二
郎
が
伊
勢
参

宮
に
旅
立
ち
、
別
府
浜
脇(

大
分
県)

で
は
木
賃
代
六
十
四
文
、
宇
佐
近
く
下

阿
蘇
谷
で
は
八
十
五
文
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
薩
摩
の
二
十
四
文
は
桁
外

れ
に
安
い
。
し
か
も
六
十
六
部
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
半
額
に
す
る
と
い
う
、
こ
の

特
例
は
何
な
の
か
。

　

古
松
軒
の
日
記
で
は
宰
領
が
付
い
た
こ
と
は
窺
え
な
い
。「
修
行
者
と
な
り

て
入
り
こ
む
時
は
、
野
宿
と
い
へ
る
事
を
い
ひ
ひ
ら
き
に
し
て
行
度
方
へ
見
め

ぐ
り
て
、
幾
日
に
て
も
国
中
に
滞
留
し
て
、
番
所
有
る
所
に
て
右
の
書
付
を
番

人
へ
渡
し
て
国
を
出
る
事
な
り
」
と
あ
り
、
古
松
軒
が
入
国
し
た
天
明
の
頃
は

宰
領
を
付
け
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宰
領
を
付
け
な
い
こ
と
を
触
れ
で
指
示

す
る
の
は
古
松
軒
薩
摩
入
国
か
ら
三
十
一
年
後
の
文
化
十
一
年
で
あ
る
が
、
実

情
は
こ
の
頃
か
ら
宰
領
を
付
け
な
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
、
六
部

に
は
決
め
ら
れ
た
順
路
で
領
内
を
歩
き
、
藩
が
決
め
た
寺
社
を
巡
拝
さ
せ
、
藩

指
定
の
宿
泊
所
で
あ
る
旅
人
宿(

旅
人
問
屋)

に
宿
泊
さ
せ
る
な
ど
、
領
内
滞

在
中
は
六
十
六
部
の
所
在
を
完
全
に
把
握
し
た
い
と
い
う
藩
の
意
図
が
在
り
在

り
と
み
え
る
。

　

宝
永
五
年
の
触
れ
か
ら
約
百
年
後
の
文
化
十
一
年(

一
八
一
四)

に
は
規
則

が
変
っ
て
く
る
。

御
領
内
え
入
来
候
六
部
体
之
者
、
往
来
宿
次
才
領
相
付
候
得
共
、
向
後
不

及
其
儀
入
来
候
、
於
番
所
国
所
証
文
等
見
届
、
慥
成
者
ハ
無
口
能
差
通
候
、

番
人
よ
り
是
迄
之
通
付
状
相
認
当
人
え
相
渡
、
且
道
案
内
之
者
相
付
来
候

へ
共
、
此
節
よ
り
不
相
付
候
間
、
付
状
通
順
道
通
行
候
様
、
分
て
可
申
聞

候
、
尤
右
証
文
等
不
案
に
有
之
歟
、
又
は
辺
路
よ
り
入
来
候
者
ハ
、
一
切

差
通
間
敷
候

右
之
通
諸
所
境
目
番
所
え
申
渡
、
差
候
て
付
状
・
順
郷
次
書
、
又
は
御
当

地
諸
郷
共
順
路
外
猥
に
不
致
徘
徊
様
、
与
之
儀
は
去
ル
子
年
委
曲
申
渡
有

之
通
に
候
条
、
町
奉
行
其
外
可
承
向
え
申
渡
、
諸
郷
・
私
領
え
も
可
申
渡

候
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十
一
月　
　
　

安
房(

藩
家
老
島
津
久
備)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
膳(

藩
家
老
鎌
田
政
詮)

別
紙
之
通
被
仰
渡
候
間
、
各
得
其
意
、
所
中
不
漏
様
申
渡
、
本
文
無
滞
郷

次
に
相
廻
、
留
よ
り
返
納
可
有
る
候
、
以
上

　
　
　

文
化
十
一
亥
十
一
月
九
日　
　
　
　
　

島
津　

亘

　

領
内
へ
入
っ
て
く
る
六
部
体
の
者
は
往
来
宿
次
ぎ
宰
領
を
付
け
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
そ
の
必
要
は
な
い
。
番
所
に
お
い
て
国
所
証
文
等
見
届
け
確
か
な

者
は
通
し
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
付
状
を
当
人
に
渡
し
、
道
案
内
（
監
視
）

の
者
は
付
け
な
く
て
よ
い
が
、
付
状
の
道
順
の
と
お
り
通
行
す
る
よ
う
申
し
付

け
る
こ
と
。
尤
も
証
文
等
に
虚
偽
が
認
め
ら
れ
た
り
辺
路
番
所
か
ら
入
国
し
た

り
者
は
一
切
通
し
て
は
い
け
な
い
。

　

右
の
通
り
諸
所
境
目
番
所
へ
申
し
渡
し
、
付
状
・
順
郷
次
書
ま
た
は
当
地
諸

郷
と
も
順
路
の
ほ
か
猥
に
徘
徊
さ
せ
ぬ
こ
と
、
組
に
つ
い
て
は
去
ル
子
年(

宝

永
五
年)

に
委
し
く
申
し
渡
し
た
通
り
、
町
奉
行
そ
の
他
に
も
申
し
渡
し
、
諸

郷
・
私
領
へ
も
申
し
渡
す
こ
と
、
と
い
う
も
の
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
は
郷
次

で
滞
り
な
く
廻
し
、
最
後
の
郷
は
本
文
を
返
納
す
る
こ
と
と
島
津
亘
名
で
指
示

し
て
い
る
。

　

文
化
十
四
年(

一
八
一
七)

八
月
十
九
日
、
町
奉
行
所
か
ら
去
川
改
役
へ
改

め
て
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
要
約
で
示
す
。

　

近
年
、
六
部
な
ら
び
に
大
社
参
詣
廻
国
の
者
が
、
領
内
諸
所
辺
鄙
な
所
ま
で

も
猥
に
徘
徊
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
く
。
甚
だ
も
っ
て
よ
ろ
し
く
な
い
。

第
一
国
政
の
妨
げ
に
な
る
。今
後
右
体
の
者
が
諸
所
境
目
番
所
へ
来
た
場
合
は
、

別
紙
定
め
置
か
れ
た
参
詣
所
、
順
路
、
郷
々
を
指
し
通
す
こ
と
。
こ
の
こ
と
に

付
て
は
宝
永
三
戌
年
に
申
し
渡
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
病
気
の
者
を
除
い
て
一

宿
の
他
は
堂
泊
や
野
宿
な
ど
一
切
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
入
国
す
る
番
所
よ
り

順
郷
次
書
を
も
っ
て
通
し
、
次
書
入
国
者
へ
渡
し
て
次
書
の
趣
旨
を
堅
く
申
し

聞
か
せ
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
諸
所
境
目
番
所
へ
申
し
渡
し
て
い
る
の
で
諸

郷
々
面
々
は
そ
の
通
り
心
得
、
以
後
右
体
の
者
が
来
た
場
合
は
順
路
次
書
し
て

通
す
こ
と
。
も
し
予
め
申
請
し
て
い
た
順
路
ど
お
り
通
行
し
な
か
っ
た
り
堂
泊

や
野
宿
等
で
猥
に
徘
徊
い
た
す

者
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

所
次
で
境
目
番
所
か
ら
追
い
返

し
町
奉
行
所
へ
す
ぐ
に
申
し
出

る
こ
と
と
、
家
老
菱
刈
隆
邑
と

同
頴
娃
久
喬
名
で
指
示
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
廻
国
者
等
の
取
締

り
に
つ
い
て
は
文
化
元
子
年
に

委
し
く
仰
せ
渡
し
た
と
お
り
で

あ
る
こ
と
を
心
得
、
去
々
亥
年

な
ら
び
に
去
子
年
八
月
に
仰
せ

渡
し
た
の
で
取
り
違
え
は
な
い

は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
者
が
入
国
し
そ
の
中
の
過
半
は
留
ま
っ
て
い
る
。
中
に
は
三
、
四
日
も
逗

留
し
い
る
の
に
そ
の
訳
も
付
状
に
記
さ
ず
、
野
宿
し
た
こ
と
は
書
い
て
あ
る
が

病
気
怪
我
の
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
。

　

老
体
の
者
や
婦
人
連
れ
者
が
野
宿
や
一
日
程
度
の
滞
在
を
願
い
出
た
場
合

は
、
托
鉢
は
勿
論
気
ま
ま
歩
き
は
堅
く
禁
止
、
こ
れ
は
国
法
で
あ
る
こ
と
を
言

い
聞
か
せ
た
上
、そ
の
所
の
旅
人
問
屋
へ
滞
在
す
る
こ
と
を
申
し
付
け
る
こ
と
。

な
お
又
問
屋
に
も
付
状
に
記
す
こ
と
を
厳
し
く
申
し
付
け
る
こ
と
。
ま
た
、
右

体
の
者
が
滞
在
を
申
し
出
て
も
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
宿
々
で
は
自
分
辺
路
や

辺
鄙
な
所
へ
の
踏
み
込
み
、
自
侭
徘
徊
と
か
托
鉢
等
の
禁
止
は
国
法
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
る
こ
と
を
申
し
聞
か
せ
手
抜
か
り
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、
と
繰
り
返
し
命
令
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
六
部
を
含
む
旅
人
対
策
の
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
自
由
な
領
内
廻
国

を
承
認
し
た
こ
と
に
な
る
。
古
松
軒
も
「
修
行
者
と
な
り
て
入
り
こ
む
時
は
、

野
宿
と
い
へ
る
事
を
い
ひ
ひ
ら
き
に
し
て
行
度
方
へ
見
め
ぐ
り
て
、
幾
日
に
て

も
国
中
に
滞
留
し
て
、
番
所
有
る
所
に
て
右
の
書
付
を
番
人
へ
渡
し
て
国
を
出

寺柱境目番所址（三股町）
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る
事
な
り
」
と
、
野
宿
し
た
と
い
え
ば
領
内
ど
こ
へ
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
、

何
日
も
滞
在
で
き
る
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

古
河
古
松
軒
が
薩
摩
に
入
っ
た
天
明
年
間
か
ら
文
化
年
間
は
、
六
部
に
対
す

る
取
扱
い
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

　

六
部
は
病
気
や
怪
我
を
除
い
て
一
泊
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
文
化
十
一
年

(

一
八
一
四))
の
規
制
緩
和
を
受
け
て
同
十
四
年
去
川
改
所
に
次
の
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。

「
廻
国
者
等
の
取
締
ま
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
入
国
し
た
者
の
過
半

は
留
ま
り
、
中
に
は
三
、
四
日
も
滞
留
し
て
い
る
の
に
そ
の
理
由
を
付
状
に
記

し
て
い
な
い
。
野
宿
し
た
こ
と
は
記
し
て
も
怪
我
や
病
気
の
こ
と
は
書
い
て
い

な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

子
年
と
だ
け
書
い
て
あ
る
の
で
明
確
な
年
代
は
不
明
だ
が
、
寺
社
奉
行
所
が

真
言
宗
大
乗
院
へ
触
書
を
出
し
て
い
る
。
六
十
六
部
や
行
脚
の
者
が
納
経
・
納

札
で
寺
院
仏
閣
へ
参
詣
し
た
場
合
、
暫
く
い
る
事
は
許
可
す
る
が
滞
留
す
る
こ

と
は
堅
く
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
。
大
乗
院
と
か
花
林
寺
・
錫
杖
院
・
勅
詔
院

に
も
同
様
の
触
書
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藩
が
決
め
て
い
た
寺
院
だ
け
で

な
く
他
の
寺
社
を
自
由
に
巡
拝
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
花
林
寺
や
錫
杖
院

は
高
原
町
に
あ
る
霧
島
東
神
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
霧
島
六
所
権

現
な
ど
に
も
巡
拝
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
保
八
年(

一
八
三
七) 

伊
勢
国
探
検
家
松
浦
武
四
郎
の
薩
摩

入
国
に
際
し
て
は
状
況
が
一
変
し
て
い
る
。僧
に
扮
し
て
の
入
国
で
あ
っ
た
が
、

古
河
古
松
軒
が
六
十
六
部
に
変
装
す
れ
ば
薩
摩
廻
国
は
容
易
で
あ
っ
た
と
い
う

天
明
三
年(

一
七
八
三)

頃
と
は
違
っ
て
取
締
り
が
厳
重
で
あ
っ
た
。

　

「
薩
摩
侯
の
領
内
は
国
法
厳
重
に
し
て
、
余
こ
の
辺
へ(

宮
崎
県
高
岡
の
月

知
梅)

立
入
る
節
も
夏
井
口(

鹿
児
島
県
志
布
志)

の
番
所
に
て
往
来
手
形
を

改
め
、
荷
物
路
用
の
銀
子
等
微
細
に
帳
面
に
し
る
し
、
行
く
先
々
ま
で
委
細
に

吟
味(

を)

な
し
、
見
物
所
の
外
は
一
切
横
道
へ
立
入
る
事
を
許
さ
ず
、
役
人

立
会
い
に
て
琉
球
の
諸
品
物
私
に
買
取
り
間
敷(

き)

証
文
を
認
め
さ
せ
、
爪

印
を
取
り
て
、
人
相
書
を
添
え
た
る
宿
々
送
り
手
形
を
以
っ
て
、
番
所
よ
り
宰

領
の
者
を
出
し
問
屋
ま
で
送
り
届
け
、
駅
の
問
屋
に
て
手
形
を
書
添
え
、
歴
々

の
郷
士
宰
領
に
し
て
護
り
送
れ
ば
、
国
中
に
入
り
て
珍
事
旧
跡
数
多
聞
き
及
べ

ど
も
、
最
初
契
約
の
処
よ
り
は
一
切
見
物
を
許
さ
ぬ
ゆ
え
、
尋
ね
行
く
事
か
な

わ
ず
甚
だ
残
念
の
至
り
な
り
」
と
あ
る
。
鹿
児
島
で
は
中
山
・
安
田
・
山
本
な

ど
の
諸
氏
を
訪
問
、
彼
等
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
国
禁
と
い
う
理
由
で
僅
か
三

日
し
か
滞
在
で
き
な
か
っ
た
。

　

天
保
十
二
年(

一
八
四
一)

二
月
、
飫
肥
藩
家
老
平
部
嶠
南
が
二
十
七
歳
の

と
き
九
州
一
周
の
旅
に
出
て
い
る
。
寺
柱
番
所(

三
股
町)

か
ら
入
国
、
都
城

か
ら
鹿
児
島
を
経
て
吉
松
、
加
久
藤
か
ら
肥
後
へ
出
国
す
る
が
、
行
く
先
々
で

案
内
者
と
称
す
る
宰
領
を
付
け
勝
手
に
歩
く
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
鹿
児
島

で
は
落
合
双
石(

飫
肥
藩
学
者)

の
知
人
で
江
戸
昌
平
坂
学
問
所
で
学
ん
だ
人

物
二
人
か
ら
招
待
さ
れ
自
宅
を
訪
問
す
る
が
、
宿
の
主
人
は
隣
室
で
嶠
南
等
の

談
義
を
聞
い
て
い
る
な
ど
、
夜
の
行
動
ま
で
監
視
し
て
い
る
。

　

文
化
十
一
年
に
緩
和
さ
れ
た
六
十
六
部
や
廻
国
者
な
ど
の
取
扱
い
が
元
に

戻
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
保
の
大
法
難
と
い
う
一
向
宗
へ
の
弾
圧
が
最
も
厳

し
く
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
。

四　

一
向
宗
禁
制
と
六
十
六
部

　

六
十
六
部
や
廻
国
者
な
ど
へ
の
一
連
の
取
締
り
を
一
向
宗
禁
制
の
側
面
か
ら

考
察
し
て
み
る
。

　

薩
摩
藩
に
お
け
る
宗
門
改
め
と
一
向
宗
取
締
り
は
、
寛
永
九
年(

一
六
三
二)

日
向
国
高
原(

宮
崎
県)

な
ど
に
門
徒
が
お
り
郷
士
・
百
姓
が
処
分
さ
れ
、
同

十
二
年
に
切
支
丹
改
め
と
一
向
宗
改
め
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
向
宗
本
尊
を

出
し
た
士
は
知
行
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
百
姓
へ
下
げ
ら
れ
、
取
り
上
げ
ら
れ
た

知
行
は
寺
領
へ
、
没
収
さ
れ
た
財
産
は
神
社
修
理
へ
宛
て
ら
れ
た
。
百
姓
で
一

向
宗
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
る
と
財
産
を
没
収
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
締
り

は
そ
の
後
も
実
施
さ
れ
、
寛
永
十
七
年(

一
六
四
〇)

に
は
田
代
新
兵
衛
と
い

う
者
が
一
向
宗
の
科
に
よ
り
衆
中
を
解
か
れ
、
火
縄
兵
具
衆
へ
身
を
売
ら
れ
て
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い
る
。

　

明
暦
元
年(

一
六
五
五)

に
は
宗
門
取
締
り
の
た
め
、
初
め
て
宗
体
奉
行
を

置
き
役
所
を
宗
体
座
と
い
っ
た
。
こ
の
宗
体
奉
行
は
元
禄
十
二
年(

一
六
九
九)

に
宗
体
改
方
と
改
称
、
次
い
で
宝
永
六
年(

一
七
〇
九)

に
は
宗
門
改
方
と
な

り
、
宗
体
座
は
宗
門
改
所
と
改
称
、
安
永
七
年(

一
七
七
八)

に
は
宗
門
改
方

を
宗
門
改
役
と
改
称
し
た
。

　

万
治
三
年(

一
六
六
〇)

に
は
須
木(

宮
崎
県)

で
衆
中
十
九
人
が
、
栗
野
・

財
部
・
中
郷
・
福
山(

以
上
鹿
児
島
県)

等
の
衆
中
が
一
向
宗
と
い
う
こ
と
で
、

士
籍
召
放
あ
る
い
は
居
屋
敷
没
収
等
に
処
せ
ら
れ
、
宝
永
五
年(

一
七
〇
八)

に
は
一
向
宗
門
徒
に
自
首
を
勧
め
、
自
首
者
に
は
誓
詞
を
書
か
せ
た
が
そ
の
数

は
数
千
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
結
果
門
徒
は
一
時
減
少
し
た
が
享
保
の
頃

に
は
再
び
増
加
し
た
。
享
保
十
年(

一
七
二
五)

に
は
山
伏
・
社
人
・
念
仏
坊
・

平
家
・
座
頭
・
地
神
座
向
・
子
安
観
音
守
等
が
筋
な
き
祈
禱
や
占
等
を
行
い
、

一
向
宗
布
教
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
ま
た
、
他
領
か
ら
入
っ
て
く
る
六
十
六

部
や
行
脚
等
へ
祈
念
・
占
等
を
頼
む
こ
と
を
禁
止
し
た
。

　

門
徒
は
隠
れ
念
仏
と
し
て
地
下
に
潜
り
カ
ヤ
カ
ベ
な
ど
神
道
に
偽
装
す
る
な

ど
厳
し
い
弾
圧
に
も
関
わ
ら
ず
増
え
、
秘
密
結
社
的
講
を
組
織
し
て
信
仰
を

守
っ
た
。

　

西
本
願
寺
は
薩
摩
藩
境
に
接
す
る
日
向
諸
藩
や
天
草
・
水
俣
な
ど
の
真
宗
寺

院
へ
各
念
仏
講
支
援
を
命
じ
、
使
僧
を
薩
摩
領
内
へ
潜
入
さ
せ
講
組
織
や
冥
加

金
上
納
を
促
し
た
。

　

安
永
年
間(

一
七
七
二
～
八
〇)

に
は
二
十
八
日
講
が
結
成
さ
れ
、
文
化
な

い
し
天
保
頃
、
諸
郷
・
諸
在
で
盛
ん
に
講
社
が
結
ば
れ
た
。
仏
飯
講
・
烟
草
講
・

椎
茸
講
・
御
鏡
講
・
開
明
講
・
一
乗
講
・
燈
明
講
・
真
影
講
・
冥
加
講
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
山
中
や
渓
流
近
く
に
ガ
マ
と
い
う
念
仏
洞
を
掘
り
、
そ
こ
で

社
頭
と
か
番
頭
と
よ
ば
れ
る
講
社
の
指
導
者
か
ら
法
話
を
聞
い
た
り
念
仏
を
唱

え
た
り
し
て
法
灯
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
講
社
は
表
筋
か
ら
離
れ

た
辺
鄙
な
地
域
で
結
成
さ
れ
て
い
た
。
六
十
六
部
や
廻
国
者
に
よ
る
辺
鄙
な
所

へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
た
の
は
、
一
向
宗
隠
れ
門
徒
と
の
接
触
を
恐
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

天
保
六
年(

一
八
三
五)

に
一
向
宗
弾
圧
が
厳
し
く
な
る
。
そ
れ
は
天
保
元

年(

一
八
三
〇)

焼
香
講
の
上
納
金
を
本
山
へ
納
め
る
男
が
聖
導
寺
へ
強
盗
に

入
り
、
捕
縛
さ
れ
た
男
の
自
白
に
よ
り
各
講
か
ら
莫
大
な
懇
志
金
が
本
山
へ
上

納
さ
れ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
薩
摩
藩
は
五
百
万
両
と
も
言 表１　一向宗禁制と六十六部取締り
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わ
れ
た
藩
債
の
た
め
藩
財
政
は
硬
直
化
し
、
家
老
調
所
広
郷
ら
が
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
時
期
で
、
一
向
宗
門
徒
か
ら
莫
大
な
金
が
藩
外
に
出
て
い
る

こ
と
を
知
り
厳
し
い
一
向
宗
弾
圧
に
乗
り
出
し
た
。
そ
れ
ま
で
藩
は
信
仰
面

(

反
服
従
・
平
等
性)

で
の
理
由
で
禁
制
に
し
て
い
た
が
経
済
的
な
面
か
ら
も

一
向
宗
門
徒
・
使
僧
摘
発
に
躍
起
に
な
っ
た
。

　

松
浦
武
四
郎
や
平
部
嶠
南
が
薩
摩
入
国
し
た
時
期
は
、
最
も
厳
し
い
一
向
宗

門
徒
取
締
り
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
先
の
古
河
古
松
軒
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

島
津
領
日
向
・
大
隅
・
薩
摩
は
一
向
宗
禁
制
で
、
他
国
の
切
支
丹
信
者
取
締

り
の
ご
と
く
厳
し
く
取
締
っ
て
い
る
の
で
、
表
向
き
は
門
徒
は
い
な
い
よ
う
に

あ
る
が
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
心
が
け
の
悪
い
廻
国(

六
十
六
部)

な
ど
は

一
向
宗
の
こ
と
は
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
村
々
に
入
り
、「
実
は
我
々
は
真
宗(

一

向
宗)

だ
が
、
こ
の
国
は
一
向
宗
御
法
度
で
薩
摩
入
国
が
難
し
い
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
往
来
手
形
に
は
浄
土
宗
と
書
い
て
番
所
を
通
っ
た
」
と
言
え
ば
、
こ

こ
で
も
あ
そ
こ
で
も
御
馳
走
し
て
泊
め
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

そ
の
虚
実
を
知
る
た
め
に
古
松
軒
も
あ
る
武
家
に
行
っ
て
、
噂
ど
お
り
に
話

し
本
願
寺
の
有
り
難
い
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
家
族
が
う
ち
寄
っ
て
奔
走
し
た
と

あ
り
、「
く
れ
ぐ
れ
も
宗
門
に
お
そ
る
べ
き
は
門
徒
な
り
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
、
六
十
六
部
取
り
扱
い
と
一
向
宗
門
徒
取
締
り
を
時
代
を
追
っ
て
整

理
す
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
り
密
接
な
関
連
が
読
み
取
れ
る
。
江
戸
初
期
は

六
十
六
部
の
薩
摩
入
国
を
禁
止
、
境
目
番
所
近
辺
を
徘
徊
す
る
こ
と
ま
で
禁

止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
入
国
を
求
め
る
六
十
六
部
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た

と
み
え
、
貞
享
元
年(

一
六
八
四)

に
は
次
書
を
持
た
せ
監
視
人
を
つ
け
る
こ

と
を
条
件
に
認
め
て
い
る
。
他
方
、
一
向
宗
門
徒
の
取
締
り
も
処
罰
を
行
わ
な

い
こ
と
を
条
件
に
自
首
を
勧
め
誓
詞
を
書
か
せ
て
許
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
自

首
し
た
者
は
数
千
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
自
首
を
勧
め
た
こ
の
年
、
宝
永
五
年

(

一
七
〇
八)

は
六
十
六
部
の
取
り
扱
い
が
、
例
え
ば
参
詣
寺
社
を
予
め
決
め

て
お
き
そ
れ
以
外
は
認
め
な
い
と
か
、
一
泊
は
よ
い
が
二
泊
以
上
は
認
め
な
い

と
か
野
宿
や
堂
泊
は
禁
止
な
ど
細
か
く
指
示
し
、
役
人
の
取
締
り
を
具
体
的
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
山
伏
や
念
仏
坊
な
ど
が
一
向
宗
門
徒
に
接
触
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
が
、
西
本
願
寺
使
僧
は
盛
ん
に
潜
入
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
古
河

古
松
軒
や
野
田
泉
光
院
な
ど
薩
摩
領
内
を
廻
国
し
て
い
る
が
結
構
自
由
に
動
い

て
い
る
。
し
か
し
、
門
徒
摘
発
を
緩
め
た
も
の
で
は
な
く
年
に
数
人
は
処
刑
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
古
松
軒
は
記
し
て
い
る
。

　

寛
政
十
年(

一
七
九
八) 

薩
摩
藩
は
役
人
を
潜
入
さ
せ
、
出
奔
・
欠
落
し
て

飫
肥
領
内
に
住
み
着
い
た
薩
摩
領
民
を
調
べ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
清
武
郷

な
ど
二
千
八
百
余
人
に
及
び
、
そ
の
理
由
は
貧
困
だ
け
で
な
く
一
向
宗
信
仰

も
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
文
化
十
一
年(

一
八
一
四)

に
は
六
十
六

部
入
国
に
際
し
て
宰
領
を
つ
け
な
い
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
薩
摩
領
内
を
自

由
に
徘
徊
す
る
こ
と
認
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
保
六
年

(

一
八
三
五)

に
そ
れ
ま
で
に
な
い
大
弾
圧
が
始
ま
り
、
一
向
宗
科
で
摘
発
さ

れ
た
門
徒
は
十
四
万
人
に
及
ん
だ
と
い
い
、
天
保
年
間
に
薩
摩
入
国
し
た
松
浦

武
四
郎
や
平
部
嶠
南
は
厳
し
い
規
制
と
監
視
を
受
け
て
い
る
。

　

江
戸
後
期
、
諸
国
の
ど
の
藩
も
関
所
番
所
は
形
式
的
な
検
閲
で
通
行
は
自
由

で
あ
っ
た
が
薩
摩
藩
だ
け
は
別
で
あ
っ
た
。
寛
政
四
年(

一
七
九
二)

三
月
、

勤
皇
家
高
山
彦
九
郎
は
肥
後
か
ら
薩
摩
へ
入
ろ
う
と
し
て
、
肥
後
口
の
出
水
郷

野
間
原
で
足
止
め
さ
れ
て
い
る
。
彦
九
郎
が
手
形
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
理
由
に
十
日
余
り
入
国
を
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
「
薩
摩
人
い

か
に
や
い
か
に
苅
萱
の
関
も
と
ざ
さ
ぬ
御
代
と
知
ら
ず
や
」
と
詠
ん
で
い
る
。

　

飫
肥
藩
田
野
に
接
す
る
山
之
口
に
は
壱
之
渡(

山
之
口)

・
日
当
瀬
・
飛
松
・

中
川
内
・
六
頭
子
・
永
野
・
餅
ヶ
瀬
戸
・
吉
野
元
・
宇
名
目
・
山
神
平
・
天

神
川
原
な
ど
辺
路
番
所
あ
っ
た
。
壱
之
渡
番
所
は
元
和
年
間(

一
六
一
五
～

二
三)

、
日
当
瀬
と
飛
松
番
所
は
寛
永
十
四
年(

一
六
三
七)

と
古
く
か
ら
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
宇
名
目
・
山
之
神
平
・
吉
野
元
・
天
神
川
原
の
各
番
所
は

天
保
五
年(

一
八
三
四)

、
六
頭
子
は
嘉
永
四
年(

一
八
六
一)

以
前
、
餅
ヶ

瀬
戸
と
永
野
の
番
所
は
万
延
二
年(

一
八
六
一)

、
中
川
内
番
所
は
文
久
二
年

(

一
八
六
二)
と
大
法
難
が
起
こ
っ
た
天
保
以
降
に
設
置
さ
れ
取
締
り
が
強
化

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
之
口
だ
け
で
な
く
藩
全
体
に
及
ん
で
い
た
と
思
わ
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れ
る
。
大
法
難
か
ら
二
十
年
位
経
過
し
た
嘉
永
の
頃
に
な
る
と
、
西
本
願
寺
は

使
僧
を
送
り
込
み
講
社
再
結
成
を
促
し
て
い
る
が
、
壊
滅
的
と
な
っ
た
講
社
か

ら
の
上
納
が
途
絶
え
た
本
山
は
財
政
的
な
建
て
直
し
を
計
る
必
要
が
あ
っ
て
の

行
動
で
あ
っ
た
。

結
び
と
し
て

　

六
十
六
部
に
対
す
る
日
向
四
藩
と
薩
摩
藩
の
対
応
の
違
い
を
見
た
が
、
そ
の

基
は
一
向
宗
禁
制
で
あ
っ
た
か
否
か
に
集
約
で
き
る
。
古
河
古
松
軒
は
江
戸
後

期
の
地
理
学
者
で
、
諸
国
の
交
通
や
風
俗
、
物
産
、
史
跡
な
ど
調
査
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
薩
摩
領
内
に
は
古
松
軒
が
見
聞
き
し
た
と
お
り
、
一
向
宗
門
徒

の
心
情
に
付
け
込
ん
だ
不
届
き
な
六
十
六
部
が
多
数
横
行
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
特
に
六
十
六
部
の
辺
鄙
な
所
へ
の
徘
徊
を
厳
し
く
取
締
っ
た
形
跡
が
あ
る

が
、
鹿
児
島
市
中
よ
り
外
城
、
外
城
の
麓
よ
り
在
郷
と
監
視
が
不
徹
底
に
な
り

が
ち
な
辺
鄙
な
地
域
ほ
ど
隠
れ
門
徒
と
の
接
触
が
容
易
に
な
り
、
一
向
宗
門
徒

や
使
僧
を
騙
る
不
逞
な
六
十
六
部
が
横
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
為
政
者
側
は
六

部
体
の
廻
国
者
が
講
結
成
を
促
し
、
門
徒
拡
大
を
図
る
西
本
願
寺
使
僧
な
い
し

一
向
宗
信
者
と
み
て
警
戒
を
強
め
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
で
六
十
六
部
が
特

別
に
藩
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注＊
１
『
宮
崎
県
地
方
史
研
究
紀
要
第
二
十
四
輯
』「
日
向
国
に
お
け
る
廻
国
僧
」
宮
崎

県
立
図
書
館　

前
田
博
仁

＊
２
＊
８
『
宮
崎
県
史
料
第
二
巻
高
鍋
藩
拾
遺
本
藩
実
録
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
３
＊
４
＊
５
『
宮
崎
県
史
史
料
編
近
世
３
』
宮
崎
県

＊
６
『
宮
崎
県
史
料
第
二
巻
高
鍋
藩
拾
遺
本
藩
実
録
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
７
＊
13
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成(

日
本
九
峯
修
行
日
記)

』
三
一
書
房

＊
９
『
宮
崎
県
史
料
第
一
巻
高
鍋
藩
本
藩
実
録
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
10
『
宮
崎
県
史
料
第
四
巻
高
鍋
藩
続
本
藩
実
録
下
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
11
『
宮
崎
県
史
料
第
七
巻
佐
土
原
藩
嶋
津
家
日
記
三
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
12
『
宮
崎
県
史
料
第
八
巻
佐
土
原
藩
嶋
津
家
日
記
四
』
宮
崎
県
立
図
書
館

＊
14
『
み
や
ざ
き
民
俗
第
五
十
号
』
宮
崎
県
民
俗
学
会

＊
15
＊
16
＊
17
＊
21
＊
22
＊
23
『
庄
内
地
理
志(

巻
五
十
三)

』
都
城
市

＊
18
＊
20
『
近
世
社
会
経
済
叢
書(

西
遊
雑
記)

』

＊
19
高
鍋
藩
の
記
録
に
人
夫
や
職
人
な
ど
の
賃
金
が
あ
り
、
そ
れ
を
平
成
二
十
年
度
の

宮
崎
県
最
低
賃
金
で
換
算
す
る
と
三
分
は
お
よ
そ
九
万
九
千
円
、
木
賃
十
二
文
は
お
よ

そ
四
百
円
で
あ
る
。

＊
24
『
宮
崎
県
史
史
料
編
近
世
五
』
宮
崎
県

＊
25
『
松
浦
武
四
郎
紀
行
集
』「
西
海
雑
志
」

＊
26
『
六
鄰
荘
日
誌
』
青
潮
社

＊
27
『
鹿
児
島
縣
史
』

＊
28
『
古
今
山
之
口
記
録
』
宮
崎
県
地
方
史
研
究
会

＊
境
目
番
所
と
辺
路
番
所
、
薩
摩
藩
に
は
二
通
り
の
番
所
を
設
置
し
人
・
物
資
の
出
入

り
を
管
理
を
し
た
。
境
目
番
所
は
九
か
所
、そ
の
内
宮
崎
県
内
に
は
加
久
藤
の
求
麻
口
、

野
尻
の
紙
屋
、高
岡
の
去
川
、三
股
の
梶
山
と
寺
柱
に
あ
っ
た
。
高
鍋
領
福
嶋(

串
間
市)

境
に
は
志
布
志
の
八
郎
ヶ
野
と
夏
井
に
あ
り
、
九
か
所
中
六
か
所
が
日
向
諸
藩
に
対
す

る
番
所
で
あ
っ
た
。
薩
摩
へ
の
出
入
国
は
境
目
番
所
と
決
め
ら
れ
、
通
行
手
形
を
は
じ

め
入
国
目
的
や
所
持
金
、
出
国
で
は
藩
外
持
出
禁
止
の
物
品
の
有
無
な
ど
厳
し
く
調
べ

た
。
辺
路
番
所
は
藩
境
に
多
く
置
か
れ
、
藩
内
か
ら
の
出
奔
欠
落
、
他
領
か
ら
潜
入
を

監
視
し
、
不
審
な
者
の
逮
捕
ま
た
は
通
報
を
業
務
と
し
た
。

（
日
本
山
岳
修
験
学
会
会
員
）
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